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要 旨

メタン発酵消化液を改質して養液栽培の培養液として利用する際には，改質過程で発生する余剰汚泥の処理が問
題となる．本研究では，余剰汚泥がタンパク質に富み高い栄養価を持つ点に注目した．魚の養殖と植物の水耕栽培
を組み合わせたアクアポニックスにおいて，養殖餌料として余剰汚泥が，また，培養液として改質消化液がそれぞ
れ利用できれば，メタン発酵とアクアポニックスの双方で廃棄物由来の再生資源の利用率が高まり持続性向上に寄
与できる．本研究では，ドジョウならびにレタスを対象としたアクアポニックスにメタン発酵消化液由来の資源を
適用したときの窒素フローについて調べ、再生資源利用型アクアポニックスシステムの構築について検討した．

養殖・養液栽培・微⽣物処理が組み込みこまれた資源循環システムである．
システム内で⽔が循環しており，養殖・養液栽培の双⽅にとって有⽤なシ
ステムである．
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アクアポニックス

餌料の原料は、⿂粉のような天然資源であり、枯渇や価格⾼騰が進んでいる．

3

培養液の原料には、リンやカリウムのように資源の枯渇が⽣じているものが
ある．また、窒素肥料のように多くの化⽯資源を⽤いて作製するものもある．

→投⼊物を再⽣資源で置き換えることが，環境負荷を低減させて持続可能な
アクアポニックスにつながると期待される．

本研究では，地域で⽣じる⾷品残渣由来のメタン発酵酸化消化液に
着⽬した．

アクアポニックスの課題
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酸化消化液
固形分

微⽣物を主構成とする．
→餌料の⼀部として利⽤できる可能性がある．

酸化消化液のアクアポニックスへの利⽤

酸化消化液
液分

無機栄養素を豊富に含んでいる．
→養液栽培の培養液として利⽤可能である．
（Takemura et al.，2019）

固液分離酸化消化液
固形分 液分

有機性廃棄物
メタン発酵 ⽣物酸化



⾷品残渣由来となる酸化消化液の餌料としての有⽤性や，餌料および培養液
として利⽤したアクアポニックスにおける⽣物⽣産および窒素収⽀について
調べた．
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本研究の⽬的

実験1
餌料における酸化消化液固形分の混合割合がドジョウの摂餌率に及ぼす影響

実験2
アクアポニックスにおける酸化消化液の利⽤が⽣物⽣産および窒素収⽀に及ぼす影響

実験1

餌料における酸化消化液固形分の混合割合が
ドジョウの摂餌率に及ぼす影響
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酸化消化液の固形分の混合率
の増加に伴って摂餌率が減少
した．

混合割合0.25の餌料は，摂餌
率の下がり⽅が⼩さかった．
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餌料における酸化消化液の
固形分の混合割合

（市販餌料）
市販餌料の25％を酸化消化
液の固形分で代替できる可
能性がある．

結果および考察

実験2

アクアポニックスにおける酸化消化液の利⽤が
⽣物⽣産および窒素収⽀に及ぼす影響
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混合餌料・酸化消化液
酸化消化液

液分

→混合餌料は，ドジョウ
に摂取されるが，体内に
蓄積されにくかった．

混合餌料を利⽤すると，
ドジョウに蓄積した窒素
は⼩さかった．
固形廃棄物・⾷べ残しは
⼤きかった．

ドジョウから排泄される
溶存態窒素は同程度で
あった．

窒素収⽀

餌料に酸化消化液固形分を25％利⽤することで，⽐較的⾼い摂
餌率が得られたが，ドジョウの増重量や窒素蓄積は⼩さかった．

アクアポニックスで酸化消化液を利⽤することで，投⼊窒素の多
くを代替しつつ，従来と同等程度のレタス収量および窒素回収量
が得られた．

今後，酸化消化液の餌料利⽤において，タンパク質以外の成分に
着⽬するなど，摂餌率の向上に加えて，ドジョウ増重量を⾼める
ことが課題となる．
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